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野能原地区は、越中一の宮の高瀬神社を南側にして、井波と福野を結ぶ国道４７１号線が東西を

走る一帯に集落があります。 

野能原地区は、かつて庄川が氾濫した箇所で、南西側には八乙女山から流れ出す大門川が氾濫して

形成した台地上の土地が広がっています。従来、灌漑用水に乏しく、藩政初期は原野として残されていた

一帯でした。次第に整備される用水の開削に伴って、近くの村々からの出村としての開墾が始まったため、

能毛野新村・松原出村・野尻野新村となり、三ケ島と称していました。 

明治２２年（1889）に市町村制の施行にともなって、山野村の大字となります。また、昭和２９年

（1954）４月に町村合併により井波町の大字となります。その後、圃場整備事業により三村が合併

して井波町野能原となりました。同時期に墓地も現在地に移転し、平成１０年（1998）に至り町道

１０４号線拡幅に伴い野能原共同墓地として再整備され、年３回の清掃作業を全戸で行っています。 

野能原には、能毛野神明宮と松原出神明宮があり、秋の祭礼では恵比須様祭りと称し恵比須様にも

お参りをしています。 

また、平成２８年度に野能原環境整備委員会が立ち上り、共同墓地清掃前に道路清掃を行うなど、

用排水路の保全事業に取り組んでいます。 

  

 

 

ののはら 

野能原 
人口：９３人（令和７年２月末現在） 
 

３３世帯 ５班 

集落の特徴 

砺波地域消防組合 

南砺消防署東分署 
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              （単位：円 /戸 ） 

 

費用名 金額(年間) 主な使途 集金時期・方法 

町内会費 18,000 円 公民館維持管理費、町内行事運営費 年４回・口座引き落とし 

能毛野神明宮万雑 約 9,000 円 神明宮維持管理 １２月・現金 

松原出神明宮万雑 － 公民館の維持管理 過去の積立により現在集めていない 
 

 

 

 

組織名 対象者(年齢等) 活動内容 

野能原長寿会 

(老人クラブ) 
60 歳以上 

いきいきサロン（毎月１回・土曜

日）、親睦会など。毘沙門天会

（野能原・軸屋）総会あり 

野能原壮年会 40 歳～60 歳 山野地域行事に参加 

青年会 18 歳～40 歳 
該当者なし 

令和６年度より休止 

育成会 
小学生・中学生 

の保護者 
休止中 

女性部  休止中 

野能原生産組合 農地所有者 農業に関する情報共有など 

野能原 

第５営農組合 
農地耕作者 

農機具の管理・利用料の徴収

など 

野能原 

環境整備委員会 
町内全員 

南砺市に登録地域の 

環境維持管理 

  

役員名 人数 役 割 任期・決め方 

自治振興会長 1 
江浚い、地蔵様祭・恵比寿様祭り、総報恩講、 

共同墓地等の運営・管理 
２年・町内会長選考委員会 

〃 副会長 1 会長補佐と会計 ２年・町内会長選考委員会 

町内会長 1 公民館、常会、町内行事等の運営・管理 ２年・町内会長選考委員会 

 〃 副会長 1 会長補佐と会計 ２年・町内会長選考委員会 

班長（５名） 5 各班内への配布物配布、班内連絡、町内役員会 ２年・各班内で選考 

能毛野神明宮総代 4 神明宮の管理・祭事運営  

松原出神明宮総代 3 神明宮の管理・祭事運営  

役員の役割・決め方・任期 

各種団体の活動 

●役員の決め方 

●自治会費  ●各種団体の活動 

自 治 会 費 

 

 
野能原 

草刈り作業安全講習 

～野能原環境整備委員会～ 

万雑（マンゾウ） → P59 コラム 
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江浚い                       用排水路点検・事前清掃作業 

 

年間の主な地域活動 活動月 

初参り   （１月１日 朝６時集合） １月 

鎮火祭 身祝い・厄払い ２月 

春祭り ３月 

江浚い※注 ３月 

美化運動（道路清掃）年２回 ３・８月 

公民館清掃（毎月１回・当番３名ずつ） 毎月 

地蔵様祭り（７月第２日曜日） ７月 

秋祭り・恵比須様祭 １０月 

総報恩講・尼講（宿当番制４戸ずつ） １１月 

公民館大そうじ（年２回・２班ずつ） ８・１２月 

町内会慰労会（全戸対象） １２月 

３月のゴミ拾い清掃作業 

   

地蔵様祭り 報恩講 

     

●年間の事業内容 

 

 
野能原 

※注）江浚い → P9 コラム 

行事によってルールの確認が必要です。 
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●集落の公民館 

●神社  ●お地蔵様 

 

野能原公民館 

 

野能原公民館（野能原 61 番地） 

お地蔵様 

 

【地蔵祭】自治会が主体と

なり、２班ずつ当番となり、

お世話。お寺さん（光源

寺）と共に供養します。 

能
のう

毛
け

野
の

神明宮・松原
まつばら

出
で

神明宮 

 

野能原集落は、能毛野新村・

松原出村・野尻野新村の三ヶ島

からなった集落です。 

現在、能毛野神明宮・松原出

神明宮の二つの神社があります。 

【役員】 氏子総代※注 ４名 

   任期：２年、班内で選出 

 

能毛野神明宮（野能原62番地）  松原出神明宮(野能原79番地) 

 

【お祭り】 

 

火祭（身祝・厄払い） ２月 ８日 

春祭り ３月２７日 

秋祭り（恵比須様祭り） １０月第１日曜日 

 

お供え物と賽銭を奉納 

２月８日の厄払いを受ける場合は、事前の申し

込みと当日の必要な準備（お餅・祈祷料）を宮

総代に確認ください。 

 

 

 

 
野能原 

※注）氏子（ウジコ）→ P39 コラム 


